
本章のおもな明細書記載ポイント

歯周外科手術
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・ 歯周病部分的再評価検査を算定した
場合は，部位を記載する．

　（例） 6 76 7

処置・手術「その他」欄
・ 歯周外科手術を算定した場合は，手術の区分名称，点数に加え，手術部位を記載する（区分名称は紙レセプトの場合のみ記載）．
　（例） 6 76 7 FOp 630×2
・手術時歯根面レーザー応用加算を算定した場合は，当該加算の名称を記載する（紙レセプトの場合のみ記載）．
・ リグロス歯科用液キットを含め，手術を行った際に使用した特定薬剤を除く薬剤は「手術」の薬剤により算定する．
・ 手術等において特定保険医療材料等（骨代用物質等）を使用した場合は，以下のように記載する（紙レセプトの場合のみ記載）．
　a　手術，処置，検査等の名称は，告示名または通知名を使用する
　b　手術，処置，検査等の手技料は，必ず点数を記載する．
　c　 材料は，①商品名，②告示の名称または通知の名称，③規格またはサイズ，④材料価格，⑤使用本数または個数の順に手術

ごとに記載する．なお，告示の名称または通知の名称は，（　）書きとする．
　d　 保険医療機関における購入価格によるものは，定価ではなく保険医療機関が実際に購入した価格を記載する．
　e　手術等の名称，手技の加算，薬剤，特定保険医療材料等の順に記載する．
　（例）人工骨（ボーンジェクト） 1g　639 × 1

TFix 200・・500×　　

※ 「摘要」欄記載事項については，「本章のおもな明細書記載事項・記載例
（本誌 451 頁）」を参照のこと．

頬，口唇，舌小帯形成術 頬，口唇，舌小帯形成術 630630×　×　
掻爬術 掻爬術 8080×　　新付着手術 ×　　新付着手術 160160×　　GEct ×　　GEct 320320×　　FOp ×　　FOp 630630 （＋（＋110110）×　　GTR ）×　　GTR 840840・・380 380 （＋（＋110110）×　　）×　　
APF APF 770770×　　CPF ×　　CPF 770770×　　LPF ×　　LPF 770770×　　FGG ×　　FGG 770770×　　口腔前庭拡張術 ×　　口腔前庭拡張術 28202820×　　CTG ×　　CTG 840840×　　×　　
手術歯根 手術歯根 6060×　　骨移植術 ×　　骨移植術 17801780・・1683016830×　　×　　



算定項目等 記載欄 明細書略号
「摘要」欄記載
（○：原則必要，

△：場合により必要）

■検 査
歯周病部分的再評価検査（1 歯につき） ❶ 所定欄

■処 置
暫間固定
　簡単なもの／困難なもの

処置・手術
「その他」欄

TFix ○

■手 術
口腔内消炎手術
　歯肉膿瘍等 ❷

所定欄

頬，口唇，舌小帯形成術

処置・手術
「その他」欄

歯周外科手術
　歯周ポケット掻爬術
　新付着手術
　歯肉切除手術
　歯肉剥離掻爬手術
　歯�周組織再生誘導手術〈1 次手術（吸収性または非吸収性膜の固定

を伴うもの）／2 次手術（非吸収性膜の除去）〉
　歯�肉歯槽粘膜形成手術（歯肉弁根尖側移動術／歯肉弁歯冠側移動

術／歯肉弁側方移動術／遊離歯肉移植術／口腔前庭拡張術／結合
組織移植術）

　手術時歯根面レーザー応用加算

△（歯肉歯槽粘膜
形成手術の各術式
を歯周治療の目的
以外で行う場合な
ど）

骨移植術（軟骨移植術を含む）
　自家骨移植（簡単なもの／困難なもの）

薬剤（手術）

特定保険医療材料（手術） ○


